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平
成
23
年
12
月
14
日
に
施
行

さ
れ
た
震
災
特
例
法
の
法
人
税

関
係
の
追
加
措
置
で
す
。

1
復
興
特
別
区
域
制
度
の

　

創
設
に
伴
う
特
例

⑴
新
規
立
地
促
進
税
制

　

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法（
以
下「
復
興
特
区
法
」と

い
い
ま
す
。）の
施
行
日
か
ら
平

成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に

認
定
地
方
公
共
団
体
の
指
定
を

受
け
た
法
人
で
、復
興
産
業
集

積
区
域
内
に
新
設
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、指
定
の
あ
っ
た
日
か

ら
同
日
以
後
5
年
を
経
過
す
る

ま
で
の
期
間（
以
下「
適
用
期

間
」と
い
い
ま
す
。）内
の
日
を
含

む
各
事
業
年
度
に
お
い
て
法
人

税
の
課
税
が
繰
り
延
べ
ら
れ
る

よ
う
、次
の
特
例
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
所
得
金
額
を
限
度
と
し
て
再

投
資
等
準
備
金
を
積
み
立
て

た
と
き
は
、そ
の
積
立
金
を

損
金
の
額
に
算
入
で
き
ま
す
。

②
復
興
産
業
集
積
区
域
内
で
機

械
又
は
建
物
等
に
再
投
資
等

を
行
っ
た
事
業
年
度
に
お
い
て
、

準
備
金
残
高
を
限
度
と
し
て

特
別
償
却
が
で
き
ま
す
。

⑵
被
災
雇
用
等
を
雇
用
し
た
場

　

合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除

　

復
興
特
区
法
の
施
行
日
か
ら

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
認
定
地
方
公
共
団
体
の
指
定

を
受
け
た
法
人
が
、適
用
期
間

内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
に

お
い
て
、復
興
産
業
集
積
区
域

内
の
事
業
所
で
雇
用
を
す
る
被

災
者
に
対
し
て
給
与
等
を
支
給

す
る
場
合
に
は
、適
用
期
間
内
の

給
与
等
支
給
額
の
10
%
の
税
額

控
除（
法
人
税
額
の
20
%
を
限

度
）が
で
き
ま
す
。

⑶
事
業
用
設
備
等
の

　

特
別
償
却
等

　

認
定
地
方
公
共
団
体
の
指
定

を
受
け
た
法
人
が
、復
興
産
業

集
積
区
域
内
に
お
い
て
、平
成
28

年
3
月
31
日
ま
で
に
取
得
等
を

し
た
機
械・装
置
及
び
建
物・構

築
物
に
つ
い
て
、特
別
償
却
又
は

税
額
控
除
が
で
き
ま
す
。

（
注
1
）償
却
率
は
、機
械・装
置

に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
3
月
31

日
以
前
に
取
得
等
を
し
た
場
合

は
100
%
、平
成
26
年
4
月
1
日

以
降
に
取
得
等
を
し
た
場
合
は

50
%
と
な
り
ま
す
。建
物・構
築

物
に
つ
い
て
は
25
%
と
な
り
ま

す
。

（
注
2
）税
額
控
除
割
合
は
、機

械
・
装
置
に
つ
い
て
は
15
%
、建

物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
8
%
と

な
り
ま
す（
法
人
税
額
の
20
%

を
限
度
と
し
、控
除
し
き
れ
な
い

場
合
は
4
年
間
の
繰
越
し
が
で

き
ま
す
。）

⑷
研
究
開
発
税
制
の
特
例
等

　

認
定
地
方
公
共
団
体
の
指
定

を
受
け
た
法
人
が
、復
興
産
業

集
積
区
域
内
に
お
い
て
、平
成
28

年
3
月
31
日
ま
で
に
開
発
研
究

用
資
産
の
取
得
等
を
し
た
場
合

に
、即
時
償
却
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
即
時
償
却
の
対

象
と
な
る
開
発
研
究
用
資
産
の

減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は
、試
験

研
究
を
行
っ
た
場
合
の
法
人
税

額
の
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合
、特
別
試
験
研
究
費
と

し
て
税
額
控
除
が
で
き
ま
す
。

⑸
被
災
者
向
け
優
良
賃
貸

　

住
宅
の
特
別
償
却
等

　

認
定
地
方
公
共
団
体
の
指
定

を
受
け
た
法
人
が
、復
興
居
住

区
域
内
に
お
い
て
、平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た
被

災
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
の
取

得
等
を
し
て
、賃
貸
の
用
に
供
し

た
場
合
に
は
、取
得
価
格
の
25

%
の
特
別
償
却
又
は
取
得
価
格

の
8
%
の
税
額
控
除
が
で
き
ま

す（
税
額
控
除
は
法
人
税
額
の

20
%
を
限
度
と
し
、控
除
し
き

れ
な
い
場
合
は
4
年
間
の
繰
越

が
で
き
ま
す
。）

（
注
3
）⑴
⑵
⑶
及
び
⑸
の
特
例

は
、い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
適
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
被
災
代
替
資
産
等
の

　

特
別
償
却
の
特
例

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等

に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
法
律（
以
下「
震

災
特
例
法
」と
い
い
ま
す
。）で
措

置
さ
れ
た
被
災
代
替
資
産
等
の

特
別
償
却
の
特
例
に
つ
い
て
、特

別
償
却
の
対
象
と
な
る
被
災
代

替
資
産
に
二
輪
車
等
が
追
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

3
被
災
者
向
け
優
良
賃
貸

　

住
宅
の
割
増
償
却
の
特
例

　

平
成
23
年
12
月
14
日
か
ら
平

成
26
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に

特
定
激
甚
災
害
地
域
内
に
お
い

て
新
築
さ
れ
た
被
災
者
向
け
優

良
賃
貸
住
宅
の
取
得
等
を
し

て
、賃
貸
の
用
に
供
し
た
場
合
に

は
、5
年
間
、普
通
償
却
限
度
額

の
50
%（
耐
用
年
数
35
年
以
上

の
も
の
は
70
%
）の
割
増
償
却
が

で
き
ま
す
。

（
注
）1
⑶
、1
⑸
及
び
3
の
特

例
は
、い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
適

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

4
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
等
の
た
め
に
土

地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
所

得
の
特
別
控
除
の
特
例
等

　

法
人
の
有
す
る
土
地
等
の
譲

渡
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
に
は
、そ
の
譲
渡
を
租
税
特

別
措
置
法
に
定
め
る
特
例
制
度
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の
譲
渡
と
み
な
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
次
に
掲
げ
る
特
例
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑴
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
と
し
て
行
う
公

共
施
設
の
整
備
改
善
事
業
又

は
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事

業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
土

地
等
が
地
方
公
共
団
体
等
に

買
い
取
ら
れ
る
場
合
に
は
、次

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
圧
縮
記
帳（
特
別
勘
定
の
設

定
を
含
む
。）

②
5
0
0
0
万
円
特
別
控
除

⑵
特
定
住
宅
被
災
市
町
村
の
区

域
内
に
あ
る
土
地
等
が
平
成

23
年
12
月
14
日
か
ら
平
成
28

年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
地

方
公
共
団
体
等
に
買
い
取
ら

れ
る
場
合
に
は
2
0
0
0
万

円
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑶
特
定
被
災
市
街
地
復
興
推

進
地
域
内
に
あ
る
土
地
等
が

被
災
市
街
地
復
興
特
別
措

置
法
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
知
事
等
に
買
い
取
ら
れ
る

場
合
等
に
は
、1
5
0
0
万

円
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑷
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画

整
理
事
業
又
は
第
二
種
市
街

地
再
開
発
事
業
に
係
る
土
地

等
が
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
に
代
わ
っ
て
土
地
開

発
公
社
に
買
い
取
ら
れ
る
場

合
に
は
、土
地
譲
渡
益
重
課
制

度
の
適
用
除
外
と
さ
れ
ま
す
。

5
災
害
に
よ
る
繰
越
損
失
金
の

範
囲
の
改
正

　

災
害
損
失
欠
損
金
額
と
な
る

災
害
に
よ
り
生
じ
た
損
失
の
額

の
範
囲
に
つ
い
て
、東
日
本
大
震

災
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
の
場

合
に
は
、災
害
の
や
ん
だ
日
の
翌

日
か
ら
3
年（
改
正
前
は
1
年
）

以
内
に
支
出
す
る
費
用
に
係
る

損
失
の
額
が
含
ま
れ
ま
す
。

（
注
）災
害
損
失
欠
損
金
額
と

は
、青
色
欠
損
金
の
繰
越
控
除

な
ど
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
欠
損
金
額
の
う
ち
、棚
卸

資
産
、固
定
資
産
等
に
つ
い
て
震

災
、風
水
害
、火
災
と
い
っ
た
災

害
に
よ
り
生
じ
た
損
失
に
係
る

も
の
を
い
い
ま
す
。

※

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
御
覧
下
さ
い
。

　

2
月
8
日
、第
3
回
理
事
会

が
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　

有
馬
会
長
は「
公
益
認
定
移

行
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、詳
細

な
事
業
仕
訳
や
会
計
処
理
等
の

シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
が
、公
益
認
定

要
件
の
公
益
事
業
比
率
50
%
以

上
を
維
持
可
能
と
の
結
論
に
達

し
た
の
で
認
定
の
移
行
申
請
し

た
い
」と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　

有
馬
会
長
が
議
長
席
に
つ
き

議
事
審
議
に
入
り
、公
益
認
定

移
行
申
請
承
認
の
件
、支
部
組

織
一
部
変
更
の
件
、平
成
24
年
度

暫
定
予
算
の
件
に
つ
い
て
等
、満

場
一致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

支
部
組
織
一
部
変
更
に
つ
い
て

は
、現
在
8
支
部
の
編
成
と
な
っ

て
い
る
が
、1
行
政
区
に
対
し
1

支
部
の
観
点
に
よ
り
、田
村
市

区
域
の
船
引
・
常
葉
・
大
越
・
滝

根
・
都
路
の
5
支
部
が
統
合
し

「
田
村
支
部
」と
し
て
運
営
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、支
部
の
編
成

は
、郡
山
・田
村
・三
春
・
小
野
の

4
支
部
と
な
る
。

　

女
性
部
会
は
、今
回
で
2
回

目
と
な
る
社
会
貢
献
活
動
を
開

催
し
た
。

　

2
月
21
日
、富
田
町
応
急
仮

設
住
宅「
お
だ
が
い
さ
ま
セ
ン

タ
ー
」内
で
、富
岡
町
、川
内
村
、

双
葉
町
の
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す

住
民
の
方
を
対
象
に「
冬
場
の
カ

サ
カ
サ
、か
ゆ
み
肌
の
乾
燥
防
止

教
室
」を
開
催
し
た
。

　

当
会
会
員
の
野
本
百
合
子
さ

ん
が
講
師
を
務
め
、冬
場
の
肌

の
乾
燥
防
止
に
つ
い
て
講
話
を

し
た
。

　

肌
が
乾
燥
し
た
り
か
ゆ
く

な
っ
た
り
す
る
仕
組
や
手
入
れ

の
方
法
を
実
演
を
ま
じ
え
て
説

明
し
た
。

　

続
い
て
お
茶
会
を
開
き
、会

員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

計
っ
た
。

　

肌
に
い
い
と
さ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

を
豊
富
に
含
む
抹
茶
や
イ
チ
ゴ

の
入
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
を
振

る
舞
っ
た
。

　

参
加
者
は
お
茶
を
楽
し
み
な

が
ら
、女
性
部
会
員
と
郡
山
市

内
の
生
活
情
報
を
交
換
す
る

な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
た
。

第
3
回
理
事
会

公
益
認
定
移
行
申
請
な
ど
審
議

第
3
回
理
事
会

公
益
認
定
移
行
申
請
な
ど
審
議

お
茶
会
で
生
活

情
報
交
換

お
茶
会
で
生
活

情
報
交
換

お
茶
会
で
生
活

情
報
交
換

女
性
部
会
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